
２０２６年度（令和８年度）学習会 

日時： 令和８年６月４日（木） １４：３０～１６：３０ 

会場： 中国新聞ビル 

参加者：３０名 

第１部 【講話】  「ＮＩＥの今日的意義ミニ解説」 

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉淳 

     【講話内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は新規校向けのガイダンスとして、情報の意義、新聞の特性、育つ力、推進のコツの4つ

の柱でお話しする。 

■ 1. ニュースへの継続的な関心 

• ニュースは突然出会っても背景を知らなければ意味を捉えづらく、常日頃から継続的に

関心を持つことが社会理解につながる。 

• 【事例】「2025 年の出生数」について、新聞各紙は 1 面で報じたが、見出しや表現は各

社で異なる。2023年に公表された将来推計に対し、わずか2年で想定より15年ほど早

いペースで少子化が進んでいる。1年前（2024年発表時「初の70万人割れ」）の報道と

比較することで、社会の変化のスピードや数値の深い意味を実感できる。継続的に見な

いとリアルな社会から離れてしまう。 

■ 2. 生きるための情報とリスク 

• 昨今、生成AIの話題が毎日のように新聞に登場する。1次か2次か分からない情報にど

う向き合うかは、子供たちの未来に関わる大きな課題である。探究的な学びの中で、情

報の収集・分析だけでなく「情報のリスク」も学ぶことが欠かせない。 

■ 3. なぜ新聞か・どんな力が育つか 

• 紙媒体の強みは「1 日を単位とした記録（定時性）」。例えば「3 月 1 日の中東情勢」の新聞

のように、日付と視覚的なインパクトが結びついて記憶に残る。 

• 新聞の活用は、学習指導要領が定める資質・能力の育成や、探究のプロセスと親和性が高い。 

• 投書欄などを通じて多様な他者と出会い、共感や励ましを得ることで、自分自身の可能性を

発見する人間的成長にもつながる。 

■ 4. 学校現場での推進のコツ 

• 自分視点：自身の「驚いた」「なぜだろう」という興味から好きな記事を見つけることが

入り口となる。 

• 比較：複数紙の見出しや写真を比較し、多様な立場や視点の存在を学ぶ。 

• 伝える：他者に伝える活動を通して、できごとの本質を捉える力を養う。 

• 環境構成：新聞や関連図書を日常的に並べ、自然に情報に触れられるNIEの拠点を作るこ

とが有効だ。 

今後も広島県NIE推進協議会の学習会や全国大会などに参加し、実践を発信し学び合って

いただきたい。 

 

今後も広島県NIE推進協議会の学習会や全国大会などに参加し、実践を発信し学び合っ

ていただきたい。 



第２部 【全国大会出演校から】 

 

 

【全国大会に向けて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月 30 日、31 日に広島国際会議場で「NIE 全国大会広島大

会」が開催されます。公開授業や実践発表に臨む小中学校、高校

の一部の先生が、概要を発表しました。 

1. 広島市立竹屋小学校 

• 内容: NIE導入2年目。子どもたちが「ウェルビーイング」について新聞記事やゲスト

ティーチャーから学び、新聞にまとめる活動を実施しています。全国大会では、全国か

らの参加者に「ウェルビーイングなまちとは何か」を取材し、即席新聞にまとめて検

証・比較する授業を公開する予定です。 

2. 海田町立海田西小学校 

• 内容: 平成25年度から継続してNIEに取り組んでおり、週1回の「NIEタイム」と総

合・生活科を連携させています。6年生がよりよい未来を創造するための探究プロセス

における新聞活用のほか、NIE初心者の教員にもわかりやすく、取り組みやすい実践

事例を紹介します。 

3. 広島市立東原中学校 

• 内容: 発表者は4月に異動したばかりのため、東原中学校としてはゼロからのスタート

となります。前任校で5年間ずつ取り組んだ実践を振り返り、縦のつながりや教員間で

の仲間づくりの経験を共有します。AIやスマホが全盛の時代において、情報をいかに

活用し自己の力に変えるかをテーマに発表予定です。 

4. 府中町立府中北小学校 

• 内容: NIEの取り組みは3年目です。被爆体験伝承者や平和大使など5名のゲストティ

ーチャーの講話を基に、平和について考え「未来新聞」にまとめる学習を行っていま

す。当日は、子どもたちが記事を通して考えを交流し、深め合う授業を公開します。 

5. 三原市立第五中学校 

• 内容: PBL（課題解決型学習）を取り入れたカリキュラムの3年目です。新聞記事から

事実と問いを読み分け、「防災バッグ」を作る学習を実施しています。当日は実際の新

聞記事を用い、生徒の防災概念を再構築する授業を展開予定です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

践報告終了後、参加者は4グループに分かれ、第3部と し

て交流会をしました。NIEの初期段階の悩みや課題も含め

て、教員同士で気軽に相談し合いました。 

【編集後記】 

 

 

 

 

 

 

 

6. 広島県立海田高等学校 

• 内容: はがき新聞を活用し、「食」「朝鮮通信使」「韓国の姉妹校交流」「イ・スヒョンさ

ん（2001年の新大久保駅事故）」の4つのトピックについて学習しています。全国大会

当日は、生徒11名全員がまとめた内容を発表します。 

7. 呉市立呉中央小学校 

• 内容: 発表者の前任校である荘山田小学校での6年生の実践報告です。呉空襲を題材と

した紙芝居を語り継ぐ活動に関する新聞記事を読んで作者の思いを知り視野を広げまし

た。はがき新聞も2回作成し、平和観の変容を確かめました。 

8. 武田中学校・高等学校（中高合同の2本立て） 

• 中学家庭科: マラウイへの手作りおもちゃ支援の活動が新聞に掲載されたことで、地域

などから大きな反響を呼び、生徒のモチベーション向上につながった事例を報告しま

す。 

• 高校インターアクトクラブ: パレスチナ・ガザ地区への募金活動などが新聞で紹介さ

れ、支援の輪が拡大した事例をもとに、新聞を「学びのツール」としてだけでなく「社

会とつながるツール」として活用した実績を発表します。 

 

 いよいよNIE全国大会広島大会が目前に迫ってきました。今回の学習会では、当日登壇

される先生方の熱意あふれる実践報告を聞き、大会への期待と実りあるものにしたいという

思いがいっそう強まりました。 

参加される皆様とともに盛り上げていきたいです。広島の地で、NIEに携わる多くの方

たちにお会いできることを事務局一同、心より楽しみにしております。 

（事務局）                       



２０２５年度（令和７年度）学習会 

広島県ＮＩＥ公開セミナー（兼第１１６回広島県ＮＩＥ学習会） 

テーマ   「自分」を育てるNIE 

 

日時： 令和８年２月８日（日） １３：３０ ～ １６：３０ 

会場： 中国新聞ビル 

参加者：５０名 

第１部 【鼎談】  「やっぱり新聞は役に立つー拡がりや深まりで楽しい授業にー」 

登壇者         朝倉 淳氏（広島大学名誉教授） 

           髙下 千晴氏（呉市立荘山田小学校教諭） 

藤原 みのり氏（竹原市立賀茂川中学校教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 【トークセッション】 「ＮＩＥで育つ子どもたち～広島から発信する未来～」 

髙下教諭は小学６年生の授業で中国新聞社の被爆８０年企画「ヒロシマ ドキュメント」の担

当記者を招き、思いを聞いた授業について報告しました。「『ヒロシマ ドキュメント』は内容が

濃くて難解な文章が多い。まずはタイトル、リード文、写真から読み始めさせ、どんどん読み進

めていった」というアプローチを提示しました。文庫本に匹敵するほどの文字数が載っている新

聞を隅から隅まで読むのは大人でも大変です。髙下先生のアドバイスはまさに新聞の読み方入

門とも言えるものでした。髙下教諭は「子どもたちは記事を遠い過去のことではなく、身近でリ

アルな出来事として受け止めていた」と手応えを語り、これには朝倉会長も「多読を通じて自然

と読めるようになることが素晴らしい」と深く頷いていました。 

中学校の事例を報告した藤原教諭は、校内環境の整備に尽力しました。廊下への「NIEコー

ナー」設置や朝読書への新聞導入に加え、道徳の授業で記事を活用し、投稿欄「ヤングスポッ

ト」への積極的な執筆も促しました。藤原教諭は「社会とつながる種をまいていきたい」と熱

く語り、NIEについて「子どもが新聞と向き合う時間を十分に確保すること。それが興味関心

を広げる」と、日常的な接点の重要性を強調しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 

 

 

 

 

 【登壇者】      山田 弥栄子さん         （呉市立長迫小学校６年） 

森本 希承さん        （廿日市市立七尾中学校２年） 

矢澤 輝一さん        （広島大学附属高等学校1年） 

柚川 花菜さん 岸田 紗耶子さん（崇徳高等学校新聞部３年）  

庄野 愛梨さん         （広島市立本川小学校教諭） 

【コーディネーター】  小原 友行氏              （広島大学名誉教授） 

 

中国新聞ジュニアライターや、「中国新聞みんなの新聞コンクール」の最優秀受賞者の小中

学生たち６人が登壇しました。前会長の小原先生からは次の三つの問いが投げかけられ、熱心

な議論が交わされました。 

・最近出合った喜怒哀楽の中の「喜楽」のニュース 

・学校や家庭でのNIEにおいて、どのような力が自分自身の中に育まれたか 

・AIの時代に「近未来の広島のNIEでは、このような活動を開発してほしい」提案 

崇徳高新聞部の岸田さんは被爆者の方に３時間インタビューした経験から「せっかく聞いて

も載せないと（被爆者の方から受け取った）バトンが途切れてしまう。一方で短くまとめない

と読んでもらえないというせめぎあいがあった。ぎゅっと要約して伝える力が一番ついた」と

話しました。その真摯な姿勢はプロの記者をも唸らせるものでした。AIについては、「AIは便

利だけど誤りが含まれることもある。何か一つのテーマでAIが調べたことを新聞で正しいか

どうか検証してほしい」（森本さん）「新聞には記録や記憶という財産がある。キーワード検索

が得意なAIを使うことで過去と今を結びつける学習に役立てられるのでは」（柚川さん）とい

った多角的な提案が相次ぎ、次世代の頼もしさを肌で感じる時間となりました。 

 あいにくの大雪、そして慌ただしい選挙当日という状況下での開催となりましたが、会場は

熱気に包まれました。朝倉会長は冒頭のあいさつで「選挙や災害があると、最近では偽の情報

が出回るようになった。そうした情報にどうむきあうか。しっかりした自分を育てることが私

たちにも子どもたちにも必要となっている」と呼びかけました。その言葉に応えるかのよう

に、学校現場からは新聞を「教材」として楽しく使いこなす生き生きとした実践が報告されま

した。新聞と歩んできた子どもたちが堂々と自らの意見を語る姿に、私たちは新聞が持つ可能

性と底力を再確認しました。    （事務局）                               



広島県ＮＩＥ公開セミナー（兼第１１５回広島県ＮＩＥ学習会） 

テーマ   被爆体験の継承を考える～はがき新聞の作成を通して～ 

 

日時： 令和７年１２月７日（日） １３：３０～１６：３０ 

会場： 中国新聞ビル 

参加者：40名 

 

第１部 【講話】  「あの日を、わたしは忘れない」 

講師     被爆体験証言者    河野 キヨ美 さん 

 

 

 

 

 

 

【講話内容】 

 

 

 

 

 

 

 

1931 年、広島市旧髙田郡市川村(現広島市安佐北区)生ま

れる。1945 年 8 月 7 日、女学校 2 年生の時、入市被爆。

その記憶を「原爆の絵」に描き、絵本『あの日を、わたしは忘

れない』(勉誠社)を出版。2003 年から中学生に被爆体験

証言を行う。 

2011 年に米国ミズーリ州で、2013 年に、ワシントン州、

オレゴン州、ニューメキシコ州で、大学、高校、中学校にて証

言を行った。 

2025年、8月6日 原爆資料館で平和記念式典に参加し

た各国の大使をはじめ、２０以上の国の関係者などおよそ１

５０人にみずからの体験を語った。 

「いくら年を取っても、忘れたくても忘れられない」。河野キヨ美さんは80年前に見た記憶を

静かに話し始めました。原爆投下の翌日に訪れた広島赤十字病院（現在の広島赤十字・原爆病

院）で、円形の花壇に中学生たちの死体が放射状に積まれていました。「木材のように投げて

あった」。その衝撃の光景を１枚の絵に描き残しました。 

河野さんは当時、14歳の女学生で、高田郡市川村（現広島市安佐北区）に暮らしていまし

た。学校では、集められたミシンで兵隊のシャツを縫ったり、なぎなたの訓練をしたりしてい

ました。「今思えば馬鹿なことをしていたと思うが、鉢巻をした軍国少女だった」と振り返り

ます。 

 そして、「あの日」を迎えます。 

 「静かな朝だった。突然、近くで『ドカン！』と聞いたこともないような爆発音がした」。

すぐさま外に飛び出しましたが、何も変わりありません。ふと見ると、広島の方角の山々から

音もなく雲が沸き上がってきました。原子爆弾のキノコ雲でした。 

  

 

 

翌日、母とともに２人の姉を探しに広島市内に向かいました。広島駅の一つ手前、矢野駅の

ホームに降り立つと、ものすごい悪臭に襲われました。家々が消え、目前には真っ黒い平野

が広がるだけ。「鮮やかな緑の似島が遠くに見えたのが、深く印象に残った」 

 市街には、焼け焦げて男女の区別もつかず、目玉や内臓が流れ出て赤くふくらんだ死体が

あちらこちらに。「人生で一番怖かった」。ようやく姉たちの無事を確認し、帰路につきまし

た。「最後は何も感じなくなって、どうやって家に帰ったのか、覚えていない」。少女時代に



 

 

 

 

 

 

第２部 【はがき新聞の作成と交流】 

 

【参加者が作成した新聞名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講話を聴いて、参加者は「だれに」「何を」伝えたいかという視点ではがき新聞を作成しまし

た。 

繋いでいこうこの「思い」   原爆を知る。そして伝える。  これから    平和新聞 

核の未来は私たちが決める    灯新聞   ヒロシマのこと  あの日を忘れてはいけない 

平和新聞  ＨＩＲＯＳＩＭＡ ＰＥＡＣＥ ＭＥＳＳＡＧＥ   私にできることは  繋ぐ 

ヒロシマの心をつなぐ  河野キヨ美さんの講話から  灯新聞  平和な未来  体験をつなぐ 

心の中に平和を  ヒロシマをくり返さない  ピースレポート   ピース新聞  韓国語新聞 

被爆体験者の願い  自分新聞≪平和≫  平和新聞  あの日を知る   「私」の思い 

架け橋新聞  平和のとりで新聞～三人の孫へ～ 



 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１３回広島県ＮＩＥ学習会（兼ガイダンス） 

12月8日の深夜、青森県沖で大きな地震が発生し、北海道や岩手県など近隣に津波警報

が出た。「すぐに高いところへ逃げてください」。テレビから各局のアナウンサーが強い口

調で呼びかけ続けた。 

 その背景には、異常事態に遭遇しても「たいしたことはない」「自分は大丈夫」と思い込

み、冷静でいようとする人間の心理がある。「正常性バイアス」といい、避難の遅れや被害

の拡大につながる原因になる場合がある。 

 あの時の広島もそうだったのかもしれない。被爆体験伝承者の河野キヨ美さんは「あち

こち空襲される中、広島に空襲がないのを不思議に思っていた」と振り返る。 

 「広島から多くの人がアメリカに働きに行っているから、広島は大丈夫よ」。そんな大人

たちの話を半信半疑で聞いていた。 

 アメリカは早くから原爆を落とす計画を進めていた。威力を調べるため、広島を含めて

いくつか候補地を決め、その町は手つかずにしていただけだった。「私たちはそれを知らん

だけだった」 

 広島・長崎の原爆投下以降、非人道的な兵器として「核のタブー」が維持されてきた。

だが、ウクライナに侵攻したロシアは核兵器の使用をちらつかせた。 

 河野さんは被爆国日本には核兵器廃絶の義務があると語る。そのためにも「一人一人が

心のうちに平和の灯を灯し、戦争は絶対にだめだと思い続けてほしい」 

私たちは「もう核兵器は使われないだろう」と思い込んでいないか。そんな「正常性バ

イアス」に落ち込まないよう、河野さんの言葉を胸に刻んでいたい。 

                                 （事務局） 



テーマ   「ＮＩＥをはじめよう」 

日時 令和７年６月１３日（金） １４：３０ ～ １６：３０ 

   場所 中国新聞ビル７０２（広島市中区土橋７－１） 約２７名参加 

 

２０２４年度（令和６年度）学習会 

第１１２回広島県ＮＩＥ学習会（広島県公開セミナー） 

 テーマ 「探究学習と取材、整理・分析、発信」         

日時 令和７年２月８日（土） １３：３０ ～ １６：３０ 

  場所 中国新聞ビル７０２（広島市中区土橋７－１） 約50名参加 

広島県ＮＩＥ公開セミナー（兼 第 112回ＮＩＥ学習会） 

主催：広島県ＮＩＥ推進協議会 

 

 広島県ＮＩＥ推進協議会は２月８日、探究学習をテーマに「広島県ＮＩＥ公開セミナー」を広島

市中区の中国新聞ビルで開いた。自ら問いを立て情報を集める探究学習のプロセスと、社会の問題

をテーマに情報を集める新聞記者の取材活動が似通っている点に注目。大学教授の講演や、高校生

と新聞記者によるパネルディスカッションを通し、探究学習と取材活動の共通点を探った。 

実践指定校の先生方2２名とＮＩＥアドバイザー５名の参加がありました。朝

倉先生の講義では生きるための情報（本質） なぜ新聞か？（特性） どんな力

が育つのか（資質・能力）推進のコツは何か」？」（要点・コツ）について具体

的に教えていただきました。 

第２部 【各学校の実践交流 】 では、校種別に分かれ、各学校の取り組みを交流した

り、悩みを共有したりしました。 



 セミナーは２部構成。第１部は、広島経済

大学の胤森裕暢教授（教育学）が「新聞で探

究の学びを拓こう・開こう」と題して講演し

た。胤森教授は、文部科学省の学習指導要領

で求められている探究学習の姿について解

説したうえで、気になるニュースについて情

報を集め、考え、新聞に投稿する、という自

身のゼミでの取り組みを紹介。社会科教員を

目指す学生の場合、「教師の働き方改革に不

安」や「いじめ防ぐ教員目標」「無理しない

部活に」といった新聞投稿を基に、自身の意

見をつづって新聞投稿することで、自らの考えを深めていく手法を伝えた。 

 続くパネルディスカッションは、「探究学習と取材活動の共通点を考える」をテーマに、ノートル

ダム清心高（広島市西区）と安田女子高（広島市中区）の生徒と、毎日新聞広島支局の根本佳奈記

者、中国新聞報道センターの余村泰樹記者が意見を交わした。 

ノートルダム清心高は放送部の３人が、今年度のＮＨＫ杯全国高校放送コンテストで最優秀に輝

いた映像作品の制作について語った。元校長から聞いた校庭に軍需工場があった話をきっかけに調

査を始め、工場を作った会社や、学徒動員されていた人からインタビューするなど、どのように情

報収集を進めたか説明した。 

 インタビュー相手を探す際、国立広島原爆死没者追悼平和祈念館で手記を読み込んだエピソード

も披露。３年の山崎一美沙さんは「１００件ぐらい読んで、工場で働いていた人が６人見つかった。

調べていくことで、数珠つなぎのように取材が広がって楽しかった」。自らテーマを決めて学ぶ探究

学習の魅力を「学校だけでなく、いろんな場所でいろんな人に会い、話を聞くことがいい経験にな

った」と笑顔を見せた。 

 安田女子高１年の住田友莉愛さんは「若

者が広島県を出るのはなぜか？」をテーマ

にした新聞切り抜き作品を制作し、中国新

聞みんなの新聞コンクールで、高校生の最

優秀賞に選ばれた。 

「地元で進学、就職したいと思っていた

ので、広島県の人口転出超過が全国一と新

聞記事で知って驚いたのが、調べるきっか

けになった」。広島県の人口流出について

取り上げた新聞記事を集めておき、その中

からセレクトした記事を使ってスクラップ新聞を仕上げた。「自分の考えに近いコメントや内容が

講演する胤森・広島経済大教授 

高校生と新聞記者が意見を交わしたパネルディスカッション 



書いてある記事を選ぶことで、自分の主張が伝わる作品にまとめることができた」と振り返った。 

 一方、記者２人は、日々の取材活動の中、記事として取りあげるきっかけや、どのように取材を

進めているのか、自身の書いた記事を例に話した。 

 根本記者は、家族の被爆体験を語り継ぐ「家族伝承者」の取材を進める中、被爆者を父に持つ元

テレビアナウンサーを取材した経験を挙げた。取材相手について事前に調べ、質問をまとめてイン

タビューに臨んだが、「話を聞く中で、新たに聞きたいことがどんどん出てくるし、記事を書き始め

た後も聞きたいことができたら電話して取材を重ねた」と、疑問を残さずに取材を尽くす大切さを

高校生に伝えた。 

 広島県の転出超過問題の記事を担当する余村記者は、実際に広島を離れた人々にアンケートして

当事者の声を集めながら、さまざまな視点や角度から問題を探る取材について明かした。大きなコ

ンサートやイベントが開かれない「広島飛ばし」の問題では、コンサートの企画会社を取材し、広

島県内の会場が抱えるネックに迫った経験を話した。「複数の立場の人から取材することで、問題が

明らかになっていく」と話し、「取材相手からポイントになる大事な言葉を引き出すことが重要にな

る」と強調した。 

会場では、教員や中高生たち約50人が聴き入った。「ふだんの勉強と探究学習を、どのように時

間を分けて取り組んでいるのか」「自分なりのテーマを見つけるため、どんなアンテナを張っている

のか」などの質問が出ると、高校生たちは「集まれる時間が限られるので、相談しながら分担して

いる」「日頃から新聞を見たり、ＬＩＮＥで高校生ニュースを見たりして、時事問題に触れるように

意識している」などと答えていた。 

第１１１回広島県ＮＩＥ学習会 

 テーマ 「県立図書館を子どもたち・先生方に伝えよう」         

日時 令和６年１２月１４日（土） １３：３０ ～ １６：３０ 

  場所 広島県立図書館・情報プラザ ２F ２０１（広島市中区千田町三丁目7番47号） 

 実践指定校の教職員１５名 一般の教職員４名、５年児童１名 一般２名 

ＮＩＥアドバイザー4名の参加がありました。 

第１部 【講義】「広島県立図書館の紹介」 

   講師 島県立図書館 調査情報課図書利用係    梅本 和                      

あらかじめ参加者に知りたいことをアンケートに取っていたので、そのこと



を踏まえ広島県立図書館の所蔵資料、広島県立図書館の主な事業、学校図書館等

への支援などわかりやすく話してくれました。各種イベントの、わくわく見学バ

ックヤードツアーシリーズ、図書と音楽を関連付けたコンサートなど参加者は興

味深く聞いていました。 

第２部 【 見学・取材 】   

２つのグループに分かれ、見学と「県立図書館の歴史」のＤＶＤを見まし

た。見学では県立図書館のスタッフが丁寧にレクチャーをしてくださいました。 

ＤＶＤは貴重な映像でした。 映像は音声がありませんでしたが、川越副館 

が説明をしてくださったので、とても分かりやすかったです。 

第３部 【 ワークショップ 】 はがき新聞の作成と交流を行いました。 

【はがき新聞の一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習会の様子】 



 

 

 

 

 

 

第１０９回広島県ＮＩＥ学習会（兼）ガイダンス 

 テーマ   「ＮＩＥをはじめよう」 

日時 令和６年６月１４日（金） １４：３０ ～ １６：３０ 

  場所 中国新聞ビル７０２（広島市中区土橋町７－１） 

第１部 【ＮＩＥの今日的意義ミニ解説】    講師   朝倉 淳 会長

（広島大学名誉教授） 

 

実践指定校の先生方21名とＮＩＥ学会員1名、ＮＩＥアドバイザー4名の参

加がありました。朝倉先生の講義では「なぜ新聞なのか」から活用法や推進のコ

ツなどＮＩＥの実践に向け具体的に教えていただきました。 

盈進中学高等学校の上山先生の実践発表は、継続的に学校全体での取り組みの

発表でした。20分では足りない濃い内容で休憩時間も質問を受けておられる姿

がありました。また、グループごとに各学校の取り組みを交流したり、悩みを共

有したりしました。 



 

 

 

 

第２部 【実践発表】    講師   上山 朋子教諭（盈進中学高等学校） 

       （第22回広島県ＮＩＥ教育奨励賞最優秀賞受賞者） 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 【各学校の実践交流】  

第４部 【お役立ちガイダンス】         講師   伊藤 一亘 

（広島県ＮＩＥ推進協議会事務局長） 

 

 

 

２０２３年度（令和５年度）学習会 



第１０８回広島県ＮＩＥ学習会 

子どもたちとメディアリテラシー ～フェイクに惑わされないために 

第１部 講演 「情報パンデミックに向き合う知恵」 

      講師  読売新聞大阪本社 中澤 直紀 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部  クロストーク  「子どもたちに聞く～ネット活用の今」 

 ＩＣＴ教育の進展とともに、児童生徒は一人一台タブレット端末が配備さ

れ日々の学習でインターネットを活用する機会が増えています。一方、ネッ

ト上は真偽不明な情報があふれる「玉石混合」の空間であり、子どもたちには

フェイクに惑わされず、正しく情報を読み解く力（リテラシー）が求められま

す。 広島県ＮＩＥ推進協議会では公開セミナーを通じ、この問題を考える

きっかけを設けました。 

  

  

「情報パンデミックに向き合う知恵」をテーマに取材した経験をもとに講演された。

「ネット空間に、本物っぽいものがあふれ、 何が真実で何がウソなのか境界線があいま

いになっている今こそ、人間は『見たいものを見ようとする』という脳の癖を知ること、

そして、そんな人間に『見たいものしか見せないようにする』ネット特有の仕組みを知

り、情報の偏食に陥らないように意識していくことが重要だ」と語り、学校での情報リテ

ラシー教育の必要性を訴えた。 

 講演を聞いた高校生から「アメリカ大統領選では有権者はフェイクを信じて投票したの

か」「賛成意見と反対意見をどう書き分けるのか」などの質問も活発に出された。 

（坂口直美ＮＩＥアドバイザー） 



登壇者      広島大附属中２年    實延 直紀さん 

        広島中等教育学校４年  川根 菫さん 

荘山田小（呉市）教諭  高下 千晴さん   

広島大附属中・高教諭  鶴田 輝樹さん 

ゲスト      中澤 直紀氏  

コーディネーター 朝倉 淳会会長 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０７回広島県ＮＩＥ学習会 

登壇した中高生は、「ネットは、手軽で便利、過去の記事も簡単にさかのぼって見られ

る」半面「保存期間が短くずっとそこにあるわけではない、玉石混交である」ことに言及

し、探究の調べ方や日々の生活においても気を付けていきたいと話していた。 

 参加者からは「大変活気と学びのあるセミナーだった。普段のちょっとした意思決定

の際も、拠り所や根拠となる情報の情報源の正当性に注意するとともに、自分自身の

選択基準にも敏感でありたいと感じた。まだ判断力が十分とは言えない小・中学生に

は、このことをふまえ、授業で情報リテラシーを今まで以上に丁寧に指導する必要があ

る」（中学校教員）などの感想があった。 （坂口直美ＮＩＥアドバイザー） 



テーマ   被爆を継承し平和を希求するNIE 

第１部 【講話 取材のポイント】 

講師     中国新聞社 読者広報部    標葉 知美 

 

第２部 【フィールドワーク 「平和記念公園内の慰霊碑めぐり」】 

        ヒロシマピースボランティア による解説と取材の実際 

※ 平和記念公園へ移動 平和記念資料館東館アオギリ前（屋外）でピースボランティアの森

脇透さん、畑口實さんと合流し碑めぐりをしました 

1部で学んだ取材のポイントを踏まえ、取材しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第３部 【ワークショップ はがき新聞制作】 

    平和記念公園内の慰霊碑めぐりを題材にして取材したこと新聞にまとめました 

 

 

 

   

  

 

 

第１０６回広島県ＮＩＥ学習会 

           （ＮＩＥ全国大会松山大会  ８月３日～４日） 



第１０５回広島県ＮＩＥ学習会 

テーマ   新聞に親しみ、新聞の活用を体験しよう 

第１部 【新聞の読み方講座】 

講師      広島県ＮＩＥ推進協議会事務局長    伊藤 一亘 

               第２部 【ワーク 「まわし読み新聞」を体験しよう】 

第３部 【ミニ講義 「Ｇ７報道：教材化の可能性」 】 

    Ｇ７報道を学習材にしたＮＩＥアイデア (5月22日付の各紙記事を事例にして) 

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長            朝倉 淳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の広島県ＮＩＥ学習会【2015～2022年度】 

第６９回…平成27年 ５月 16日（土）中国新聞ビル     ５０名参加 

総合司会：朝倉会長 



第１部 当日の朝刊各紙を使ったワークショップ  

              指導：古谷修一先生 

第２部 新世代フレッシュ報告 

①ＮＩＥ優秀奨励賞受賞者 実践報告 

安田女子中学・高等学校教諭 日高正樹先生 

       ②「ホロコーストを学ぶ」欧州スタディーツアー参加報告 

県立広島高校３年生  河野新大さん 

広島女学院高校2年生 鼻岡舞子さん 

第３部 小原友行先生・歓送セレモニー  

 

第７０回…平成27年７月 30日（木） ＮＩＥ全国大会（秋田市）において実践交流 ９名参加 

 

第７１回…平成27年10月 10日（土）中国新聞ビル   ５０名参加 

総合司会：堤隆一郎先生 

第１部 NIE教育実践発表 「被爆７０年」（８０年への出発点として）  

         中学校での実践 広島の平和学習について～現状と今後の取り組みにつて～ 

         発表：八松泰子先生 

        高等学校での実践 今、高校生と共に考える 

                発表：藤田豊先生                                           

第２部 「被爆７０年」取材をとおして  

          朝日新聞広島総局    岡本  玄 記者 

          毎日新聞広島支局    加藤 小夜 記者 

          中国新聞報道部     水川 恭輔 記者  

第３部 講話「被爆７０年を NIEで学ぶ」  

                講話：朝倉会長 

 

第７２回…平成27年11月 28日（土）中国新聞ビル          参加者３２名 

総合司会：山崎敏夫先生 

第１部 ガイダンス「新聞が作られるまで～新聞社見学のポイント～」 

                 講師：亀川事務局長 

   第２部 中国新聞社編集局見学 

   第３部 ワークショップ「見学成果をもとに壁新聞やポスターをつくろう」 

         指導：堤隆一郎先生 八松泰子先生 長野由知先生 岡本恵里香先生 

 

 

 

第７３回…平成28年２月６日（土）中国新聞ビル      参加者４０名 

                      総合司会：宮里洋司先生 

    第１部 NIE実践指定校発表 進行：宮里洋司先生 

        発表者  

小学校「自己エンジン SWITCH ON! ～NIE実践指定校１年目職員研修～」 



福山市立御幸小学校   江本 友紀 先生 

    中学校「NIEで生徒が変わる！」 

                  廿日市市立吉和中学校  岡野 里香 先生 

    高等学校「経済事象を学び商業教育に生かすとともに，進路指導に時事問題を活

用し進路意識の向上を図る」  

              県立尾道商業高等学校  清水 美江 先生 

    第２部 報道写真記者に聞く「報道写真が持つ力と取材の苦労」 

                             進行：赤江裕紀さん（中国新聞） 

          登壇者  読売新聞   近藤  誠  記者 

毎日新聞   山田 尚弘 記者 

中国新聞   荒木  肇   記者 

※ 各発表１５分（最大２０分）+全体協議２０分+写真撮影ワンポイント指南２５分 

 

第７４回…平成28年５月 14日（土）中国新聞ビル  ４５名参加 

                   総合司会：古谷修一先生 

講義「ＮＩＥで進める主権者教育」 

講義：朝倉淳会長 

ワークショップ 憲法記念日（5月 3日）の朝刊各紙を使ったワークショップ 

                      指導：古谷修一先生 

グループ支援 NIE学習会幹事の先生方 

（堤先生 八松先生 日高先生 末吉先生）  

 

第７５回…平成28年８月４日 ＮＩＥ全国大会（大分市）において実践交流 ７名参加 

 

第７６回…平成28年10月８日（土）広島県立歴史博物館（福山市）  ３０名参加 

総合司会：八松泰子先生 

講義 取材から新聞にまとめる（ワンポイントセミナー） 

指導：八松泰子先生 

講演 広島県立歴史博物館物語   講師 植田館長 

施設取材   山本主任学芸員 

ワークショップ 取材をもとに「はがき新聞」にまとめる 

指導：八松泰子先生 堤隆一郎先生 藤田豊先生 

 

 

 

 

第７７回…平成28年12月 10日（土）中国新聞ビル  ４５名参加 

第１部 子どもシンポジウム「新聞と成長する私」 

〈司 会〉 赤江裕紀さん（中国新聞）      

〈コメンテーター〉 堤 隆一郎先生 

〈シンポジスト〉   北広島町立壬生小学校 6年 石橋 花雪さん 



                 広島県立広島中学校2年  茶谷本 瑚桃さん 

                 広島国際学院高等学校 1年 松本 卓真さん 

第２部：カープ担当記者に聞く「カープ優勝！ 私の一押し記事は」 

〈司 会〉 末吉 博一先生 

〈登壇者〉 朝日新聞広島総局 大隈 崇さん 

読売新聞広島総局 北島夏記さん 

中国新聞運動部  五反田 康彦さん 

【広島県NIE公開セミナーを兼ねる】 

 

第７８回…平成29年２月４日（土）中国新聞ビル  ８０名参加 

                     総合司会：宮里洋司先生 

 第１部 実践指定校実践発表 

      〇府中市立栗生小学校教諭    西畠惠子先生 

      〇北広島町立千代田中学校校長  藤田典生先生 

      〇県立熊野高等学校教諭     廣田龍治先生 

 第２部 小原友行先生 記念講演会 

      講演テーマ  NIEとの出合い，発見，感動 

             ～NIEの新たな価値を求めて～ 

    小原先生感謝セレモニー 

 

第７９回…平成29年５月 27日（土）中国新聞ビル  ５０名参加 

                   総合司会：堤隆一郎先生 

講義「新学習指導要領とＮＩＥ～資質・能力の育成に新聞をどう活かすか」 

講義：朝倉淳会長 

 ワークショップ～教材化のアイデア 

     指導：朝倉淳会長 

グループ支援 NIE学習会幹事の先生方等 

（堤先生 八松先生 藤田先生 為重先生）  

 

第８０回…平成29年８月４日 ＮＩＥ全国大会（名古屋市）において実践交流 ８名参加 

 

第８１回…平成29年１０月１４日（土）広島県立図書館 ４０名参加 

                       総合司会：八松泰子先生 

講演「学校図書館におけるＮＩＥ」種谷克彦先生 

     県立図書館職員による講義と図書館利用法 

 

第８２回…平成29年１２月９日（土） 中国新聞ビル７０２会議室  ４１名参加 

                          総合司会：長野由知先生 

第１部 発表と交流 1本の記事が共感を呼ぶ、人を動かす 

～「通学かばん重過ぎる」をめぐって 

      登壇者 小桜優実（広大附属東雲中２年 コンクール県知事賞受賞者） 



          宮口紗久野（牛田中３年 ヤングスポット投稿）       

          副島英樹（朝日新聞社広島総局長）             

※    ラン暁雨記者（コメント配布） 

第２部 カープ報道が、人を街を元気づける 

登壇者  読売新聞広島総局    大舘司記者 

日本経済新聞社広島支局 安西巧支局長 

中国新聞社       増田泉子編集委員 

【広島県NIE公開セミナーを兼ねる】 

 

第８３回…平成30年２月３日（土） 中国新聞ビル７０２会議室  ３１名参加 

                           総合司会：日高正樹先生 

第１部 本年度NIE実践指定校の実践発表  

進行：日高正樹先生（安田女子中学高等学校） 

         発表者 江田島市立中町小学校  中川雄喜先生 

          海田町立海田西中学校  倉本光先生  片山靖子先生 

          県立広島井口高等学校  加藤由香里先生 

    第２部 コラムを授業で活用しよう      

         進行：堤 隆一郎 先生（日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー） 

         ① 執筆記者の講話 

             朝日新聞社 広島総局長  副島英樹さん 

中国新聞社 論説委員   石丸賢さん 

         ②教材化ワークショップ 

            ～各紙の朝刊１面コラム（２月１日付）をもとに 

 

第８４回…平成30年５月２６日（土） 中国新聞ビル７０４会議室  ５９名参加 

授業実践・生徒指導に役立つＮＩＥ入門 

―夏に向けての取り組みのアイデア― 

総合司会：為重 慎一先生 

第１部 【講義】新聞の特性を生かして授業・学校を活性化する 

講師  朝倉 淳会長 

     第２部 【解説とワークショップ】平和学習など、これから使えるアイデアのいろいろ 

講師  朝倉淳会長  堤隆一郎先生 八松泰子先生 

    坂口直美 先生  為重慎一先生  

    

第８５回…平成30年７月２６日 ＮＩＥ全国大会（盛岡市）において実践交流 ８名参加 

 

第８６回…平成30年１０月１３日（土） 中国新聞ビル７０２会議室  ３４名参加 

大規模災害とＮＩＥ －児童・生徒の深い学びにつなげるために― 

総合司会：八松 泰子先生 

第１部 報告 全国大会(盛岡大会)に学ぶ災害とＮＩＥ  

第２部 



事例発表 「災害を児童に伝える学校新聞博物館の取組 西日本豪雨災害から学ぶ」 

発表者 三原市立糸崎小学校教頭 宮里 洋司 先生 

ワークショップ 「新聞は何をどう報じたのか―教材化の視点―」 

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉 淳 先生 

グループ支援 NIE学習会幹事団の先生方等 

                 堤隆一郎先生 古谷修一先生 藤田豊先生 宮里洋司先生  

長野知由先生 為重慎一先生 

 

第８７回…平成３０年１２月８日（土） 中国新聞ビル７０２会議室   ５２名参加 

西日本豪雨災害とＮＩＥ―新聞報道から、何をどう学ぶのか― 

                           総合司会  堤 隆一郎先生 

第１部 子どもシンポジウム「災害や災害報道から学んだこと」       

       司会  日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー      堤 隆一郎先生 

       登壇者 広島市立古田小学校６年生         植野 みなみさん 

安田女子中学校３年生           吉田 舞さん 

           安芸高田市立甲田中学校１年生       富永 凜さん 

           富永ファミリー新聞(お母さん)       富永 美香さん 

           県立西条農業高等学校新聞文芸部（３年生） 迫川 優大さん 

     第２部 新聞記者に聞く 

 「災害をどう捉え考え伝えたのか －紙面にこめた思いや苦労を知る－」 

       司会 広島国際学院高等学校教諭          為重 慎一先生 

登壇者 朝日新聞広島総局記者           大瀧 哲彰さん 

読売新聞広島総局記者           渡辺 彩香さん 

中国新聞社編集局整理部メディア関門デスク 島田 俊之さん 

  

第８８回…平成３１年２月２日（土） 中国新聞ビル７０２会議室   ２８名参加 

総合司会 藤田 豊先生 

第１部 実践指定校等実践発表 

           コーディネーター 藤田 豊先生 

          尾道市立美木原小学校 白石 喜子先生 

          呉市立蒲刈中学校   松元 栄子先生・古土井 敏江先生 

          広島国際学院高等学校 為重 慎一先生 

     第２部 講演「ＮＩＥの魅力と可能性」 

          講師 日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター 関口 修司先生 

 

 

第８９回…令和元年５月２５日（土） 中国新聞ビル 702.703会議室 ６１名参加 

総合司会 宮里 洋司先生 

第１部 講義 新聞の読み比べで育つ資質・能力 

          講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉 淳先生 

第２部 解説とワークショップ 



 講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉 淳先生 

          グループ支援 堤 隆一郎先生 八松 泰子先生 藤田 豊先生  

宮里 洋司先生 為重 慎一先生 鶴田 輝樹先生 

 

第９０回…令和元年８月１日 ＮＩＥ全国大会（宇都宮市）において実践交流 ５名参加 

 

第９１回…令和元年１０月１２日（土）広島県立歴史博物館（福山市）  ２０名参加 

 総合司会 八松 泰子先生 

施設取材からグループ壁新聞づくりを教材化 

～県立歴史博物館の工夫を探る活動を通して～ 

講義 「人に伝える」新聞づくりのこつ  

             講師 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー 藤田 豊先生 

 県立歴史博物館の取材 

               講師 広島県立歴史博物館主任学芸員 久下 実先生 

       施設取材 （学芸員の説明）常設展示を見学しながら取材 

 取材をもとに「グループ壁新聞」にまとめる  

         グループ支援：堤 隆一郎先生 八松 泰子先生 鶴田 輝樹先生 

 

第９２回…令和元年１２月７日（土） 中国新聞ビル７０４会議室   ３７名参加 

総合司会 堤 隆一郎先生 

思いがつながる新しい新聞の読み方「まわしよみ新聞」 

講義 「まわしよみ新聞の意義と役割」 

                   講師：広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉 淳先生 

「まわしよみ新聞」を体験してみよう 

             ファシリテーター：広島県ＮＩＥ学習会幹事団 為重 慎一先生 

               グループ支援：広島県ＮＩＥ学習会幹事団の先生方 

  朝倉 淳会長 堤 隆一郎先生 八松 泰子先生  

藤田 豊先生 宮里 洋司先生 鶴田 輝樹先生 

【広島県NIE公開セミナーを兼ねる】 



第９３回…令和２年２月１日（土） 中国新聞ビル７０２会議室 ４５名参加 

総合司会 堤 隆一郎先生 

第１部 実践指定校等実践発表 

進行：日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー 堤 隆一郎先生 

        〇 三原市立田野浦小学校    小出 裕義先生 

        〇 広島市立可部中学校     田中 征治先生 

        〇 広島大学附属中・高等学校  鶴田 輝樹先生 

 

第２部 ＮＩＥ子どもシンポジウム「新聞と成長するわたし」 

進行：日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー 宮里 洋司先生 

        登壇者 安田学園安田小学校５年生    小松 沙羅さん 

            呉市立蒲刈中学校１年生     丸山 寧々さん 

            ノートルダム清心高等学校１年生 岡本 和奈さん 

 

第９４回…令和２年５月１６日（土）  

新型コロナウイルス対策のため中止 

 

第９４回…令和２年１０月３日（土） 中国新聞ビル７０２会議室 ２０名参加 

オンラインまわし読み新聞 

 総合司会 宮里 洋司先生  

講義「コロナ禍で考える学校教育と新聞」  

講師：広島県ＮＩＥ推進協議会会長 朝倉 淳先生  

オンライン「まわし読み新聞」 

                       グループ指導 坂口直美先生 八松泰子先生 

                              鶴田輝樹先生 池田昂樹先生 

 

第９５回…令和２年１１月２２日（日） ＮＩＥ全国大会 東京大会  参加者数不明 

     オンライン開催 

       大会報告 鶴田輝樹先生 池田昂樹先生 堤 隆一郎先生 為重 慎一先生 

 

第９６回…令和２年１２月１２日（土） 中国新聞ビル７０２会議室 

          新型コロナウイルス対策のため中止 

 

第９６回…令和３年２月６日（土） 中国新聞ビル７０２会議室   ４０名参加 

第１部 新聞と成長するわたし  

      今年度の各種新聞コンクールにおいて受賞されたお二人の児童生徒に、その学校でＮ 

ＩＥ活動を推進している先生（日本新聞協会ＮＩＥアドバイザー）がお話を伺います。 

         

第２部 実践指定校実践発表 

 ＮＩＥ実践指定校で昨年度の広島県ＮＩＥ教育奨励賞を受賞されたお二人の先生から

日頃の実践について伺います。 



        発表者  安芸高田市立甲田小学校   秋山 美保 先生 

             広島三育学院中学校     山木 肖嗣 先生 

                  

第９７回 令和３年５月２３日（日）１３：３０～１６：００ 

■ 場所 ＺＯＯＭによるオンライン開催 

■ 内容 『さぁ はじめようＮＩＥ－その魅力と方法－』 

第１部 【講義】 新聞の読み比べで育つ資質・能力 

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会長・安田女子大学教授  朝倉 淳 

第２部 【リレー講演】 ＮＩＥ推進協議会幹事団による「わたしのお薦め活動紹介」 

１ 読む・選ぶ・書くー教科学習に生きる基本的な活用例－ 

        講師 池田 昂樹 （安田女子中学高等学校） 

２ キャリア教育と小論文指導に生きる活用例 

        講師 為重 慎一 （広島国際学院中学校・高等学校） 

 

第９８回 令和３年１０月９日（土）１３：３０～１５：４０ 

■ 場所 ＺＯＯＭによるオンライン開催 

■ 内容  

     第１部 【ＮＩＥ実践報告座談会】  

        〈コーディネーター  宮里 洋司ＮＩＥアドバイザー〉 

①  NIE実践発表～第 19回教育奨励賞受賞校から 

       ・海田町立海田西小学校     藤井 雅子  先生 

・広島国際学院中・高等学校   為重 慎一  先生 

・広島県立尾道商業高等学校   藤居 真路  先生       

②   座談会 

        参加者  ＮＩＥ実践発表者他 

     第２部 【ＮＩＥとＳＤＧｓ ～第99回学習会に向けて】   

        話題提供 広島大学附属中・高等学校 鶴田 輝樹先生 

        聞き手  広島県ＮＩＥ推進協議会長・安田女子大学教授  朝倉 淳 

 

第９９回 令和３年１２月９日（土）１３：３０～１５：４０ 

■ 場  所 中国新聞ビル７階会議室（広島市中区土橋町７－１） 

■ 内  容 「ＮＩＥとＳＤＧｓ」 

第１部 【講義】 学校におけるＳＤＧｓの展開とＮＩＥ  

講師 広島県ＮＩＥ推進協議会会長・安田女子大学教授  朝倉 淳 

第２部 【ワークショップ】 ＳＤＧｓまわしよみ新聞 

コーディネーター       広島県ＮＩＥアドバイザー   

広島大学附属中・高等学校 鶴田 輝樹先生 

第１００回記念 令和４年５月８日（日） １３：００～１６：３０  

■ 場所 中国新聞ビル ホール 

■ 内容 「広島発：新時代の学びとＮＩＥの未来」 



  開会行事 

      会長挨拶 広島県ＮＩＥ推進協議会会長  安田女子大学客員教授 朝倉 淳 

来賓挨拶 広島県教育委員会       教育長         平川理恵 氏 

広島市教育委員会       教育長        糸山 隆 氏 

                                 

 第 1部  記念講演 『広島県ＮＩＥの歩みと未来への期待』 

                             講師 小原 友行 氏 

前広島県ＮＩＥ推進協議会会長（福山大学教授・広島大学名誉教授）  

    

  第2部  子どもＮＩＥ実践発表 

発表者           海田町立海田西小学校６年    御堂河内 咲さん 

                       広島大学附属高等学校１年    小川 友寛 さん 

コメンテーター   前広島県ＮＩＥ推進協議会会長  小原 友行 氏 

  

 第 3部  シンポジウム 

「本当に必要な情報活用力を育てる 

－デジタル・オンライン時代のＮＩＥの意義と可能性－」 

 

シンポジスト   海田町立海田西小学校教諭      藤井 雅子 氏 

                      日本新聞協会ＮＩＥコーディネーター 関口 修司 氏 

                   中国新聞社 デジタルチーム記者    奥田 美奈子氏 

             コーディネータ―  広島県ＮＩＥ推進協議会会長     朝倉 淳  

  

     閉会行事   

 

第１０１回…令和４年８月４日、5日 ＮＩＥ全国大会（宮崎市）において実践交流 １１名参加 

 

第１０２回 令和４年１０月９日（日） １３：３０～１６：３０  

■  場所 広島県立図書館・情報プラザ ２F ２０１（広島市中区千田町三丁目7番47号） 

■  内容   テーマ   県立図書館を子どもたち・先生方に伝えよう 

 

第１部 【講義・見学】  

講義 ＮＩＥと学校図書館 

講師 元尾道市立美木原小学校校長 杉原しのぶ 氏 

解説と見学 広島県立図書館の機能 

講師 広島県立図書館調査情報課長 今岡 亜樹子氏 

 図書館のバックヤード等を見学しながら解説をしてもらいます！ 

第２部 【ワークショップ】  

活動 はがき新聞の作成と交流 

                進行 広島県ＮＩＥアドバイザー  八松 泰子 氏 

 



第１０３回 令和４年１２月１２日（日） １３：３０～１６：３０  

■  場所 中国新聞ビル ７０２ 

■  内容    

第１部 【講義】     「新聞と戦争の歴史」        

  講師     広島県ＮＩＥ推進協議会会長    朝倉 淳 

第２部 【ワークショップ】 切り抜き新聞の作成と交流 

                  「新聞で平和への希望を見つけよう」 

        進行         ＮＩＥアドバイザー    為重 慎一 

        講評         ＮＩＥアドバイザー    宮里 洋司 

 

第１０４回 令和５年２月５日（日） １４：００ ～ １６：３０    

■  場所 中国新聞ビル （広島市中区土橋町７－１） 

■  内容    テーマ   子どもたちと新聞との関わり 

第１部 【ＮＩＥ子ども座談会】 

      登壇者     高屋西小学校４年     長野 由稟 さん 

                  （第１３回いっしょに読もう！新聞コンクール優秀賞受賞） 

               安田小学校５年      徳永 美月 さん 

（第１３回いっしょに読もう！新聞コンクール優秀賞受賞） 

               広島大学附属中学校１年  山本 響  さん 

         （第２２回みんなの新聞コンクール最優秀賞受賞） 

      コーディネーター      ＮＩＥアドバイザー    宮里 洋司              

 

第２部 【ＮＩＥ対談～記者と語る～】  

 登壇者       広島大学附属高等学校1年 田口 詩乃 さん 

（第２２回みんなの新聞コンクール最優秀賞受賞） 

            中国新聞編集局論説委員室特別委員 石丸 賢  さん 

        

第３部 【ＮＩＥ実践発表】 

      登壇者           賀茂川中学校教諭     土屋美智子 先生 

（第２２回みんなの新聞コンクール学校賞受賞校） 

                    広島大学附属中・高等学校 鶴田 輝樹 先生 

         （第２２回みんなの新聞コンクール学校賞受賞校） 

        （第１３回いっしょに読もう！新聞コンクール優秀学校賞受賞校） 

第１０５回 令和５年６月４日（日） １３：３０ ～ １６：３０   ３０名参加 

■  場所 府中町立府中公民館 

■  内容    テーマ   新聞に親しみ、新聞の活用を体験しよう 

第１部 【新聞の読み方講座】 

講師      広島県ＮＩＥ推進協議会事務局長     伊藤 一亘 

             （中国新聞社 総務局 読者広報部担当部長） 

          第２部  【ワーク 「まわし読み新聞」を体験しよう】 

講師                          伊藤 一亘 



講評      広島県ＮＩＥ推進協議会会長       朝倉 淳 

             （広島大学名誉教授） 

第３部 【ミニ講義 「Ｇ７報道：教材化の可能性」 】 

     Ｇ７報道を学習材にしたＮＩＥアイデア  

(5月22日付の各紙記事を事例にして) 

講師                          朝倉 淳 

 


